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キャンパスは琵琶湖。
テキストは人間。
滋賀県立大学のモットーです。
新しい時代が求めているのは地域の問題解決に働ける人間。
その基礎を学んでください。

2016年滋賀県立大学統合同窓会『湖風会』は設立10周年を迎えました。

いま、たくさんの問題が皆さんの生活や未来を取り巻いています。その大半は、企業や個
人、また行政がそれぞれのフレームのなかで努力を続けても成果が見えにくい複雑なもの
になっています。それを解決する方法が「地域協働」です。
立場も価値観も異なる人々が集まり、いっしょになって課題を見つけ、問題点を洗い出し、
それぞれの視点を大切にした意見やアイデアを出し合い、ひとつにまとめて解決に向かう。
ひとつの行動スタイルと考えてください。
しかし、多くの人はまだそのやり方を知りません。地域協働はなんとなく始まるものでも、
勝手に発生するものでもないのです。そこには、立場や価値観を超えて協働者をひとつ
に結び、最良の成果を目指してチームを引っ張っていくリーダーが必要です。滋賀県立大
学は、この人材育成を目指し開学しました。
「キャンパスは琵琶湖。テキストは人間。」というモットーのとおり、大きな琵琶湖と周辺地域
のすべてを学びの場として、地域の自然や産業や歴史や文化と調和的に暮らす人々の生き
方に学んでいます。私たちは親しみを込めて、それを【放流教育】と呼んでいます。
自ら出会い、自ら学ぶ。
自分を磨くのはあくまで自発的な行動であり、それを助けるのがこの大学の役割です。
琵琶湖で育った地鮎は全国の河川に放流すると見違えるように大きく育ちます。滋賀県立
大学が育てたいのは、地元滋賀県はもちろん、全国の地域で活躍できるリーダーです。
ようこそ、琵琶湖へ。

■滋賀県立大学沿革
昭和25年（1950年） 4月 滋賀県立短期大学開学（工業科、学芸科）
  滋賀県立農業短期大学開学（農業科）
昭和31年（1956年） 4月 滋賀県立短期大学組織改編（工業部、農業部、家政部）
昭和33年（1958年） 3月 滋賀県立農業短期大学廃止
昭和46年（1971年） 4月 看護部設置
平成  4年（1992年） 9月 滋賀県立大学基本構想策定
平成  7年（1995年） 4月 滋賀県立大学開学
平成  8年（1996年） 3月 滋賀県立短期大学工業・農業・家政部各科の閉科
平成  8年（1996年） 4月 滋賀県立大学看護短期大学部（併設短期大学）開学
平成11年（1999年） 4月 大学院修士課程開設
  （環境科学研究科、工学研究科、人間文化学研究科）

平成13年（2001年） 4月 大学院博士課程開設（環境科学研究科、工学研究科、人間文化学研究科）
平成15年（2003年） 4月 人間看護学部開設
平成17年（2005年） 3月 滋賀県立大学看護短期大学部（併設短期大学）閉学
平成18年（2006年） 4月 公立大学法人滋賀県立大学設立
平成19年（2007年） 4月 大学院人間看護学研究科修士課程開設
平成20年（2008年） 4月 工学部に電子システム工学科を設置
  環境科学部、人間文化学部の学科を再編
平成21年（2009年） 4月 大学院工学研究科博士後期課程を再編／先端工学専攻開設
平成24年（2012年） 4月 人間文化学部に国際コミュニケーション学科を設置
  大学院工学研究科に電子システム工学専攻（博士前期課程）を設置

統合同窓会『湖風会』のルーツは古く、昭和19年（1944年）4月に開校された官立（国立）彦根工業専
門学校の卒業生からなる「彦根工業会」、昭和22年（1947年）4月に開校された県立女子専門学校の卒
業生を含む「芹翠会」が始まりです。戦後の学制改革により、県立農業短期大学から県立短期大学農業
部に変遷し、「農業部同窓会」が設立されました。その後、昭和46年（1971年）4月に看護部を開設され、
「湖畔の会」が設立され、各々活動してきました。平成7年（1995年）4月、短期大学から4年制大学に
改組転換となり、短期大学は閉学、新大学が開学しました。
第1期生が卒業と同時に「県大同窓会」を設立、５つの同窓会が統合同窓会を作るため、10余年の歳月
をついやし、平成18年（2006年）11月　統合同窓会『湖風会』を設立しました。

イラストレーション：GOIC 山本里士（滋賀県出身）

2015年、滋賀県立大学は開学20周年を迎えました。
2015, The University of Shiga Prefecture celebrated the opened 20th anniversary.

マークのコンセプトは、「波紋の拡がり」です。滋賀県立大学の4つの学部をそれぞれ異
なった波紋として表現しています。その波紋が重なり、ひとつの波紋を作り出す様子を
デザインしました。開学20周年を機に、琵琶湖に広がる波紋のように、伸びやかに大学
が発展、成長していくよう思いを込めています。

コンセプト

生活デザイン学科の学生がデザインし、さまざまな展開を行っています。デザイン


